
森
山
清
徹
教
授　

略
歴
お
よ
び
業
績

【
略
歴
】

昭
和
二
四
年
六
月
十
日
兵
庫
県
に
生
ま
れ
る

学
歴

昭
和
四
八
年　

三
月　

佛
教
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
卒
業

昭
和
五
〇
年　

三
月　

佛
教
大
学
大
学
院
修
士
課
程
仏
教
学
専
攻
修
了

昭
和
五
三
年　

三
月　

佛
教
大
学
大
学
院
博
士
課
程
仏
教
学
専
攻
満
期
退
学

平
成　

四
年　

三
月　

博
士
（
文
学
）

学
内
役
職

昭
和
五
五
年　

四
月　

別
科
専
任
講
師
（
〜
昭
和
五
七
年
三
月
）

昭
和
五
七
年　

四
月　

文
学
部
専
任
講
師
（
〜
昭
和
六
二
年
三
月
）

昭
和
六
二
年　

四
月　

文
学
部
助
教
授
（
〜
平
成
七
年
三
月
）

平
成　

五
年　

四
月　

別
科
（
仏
教
専
修
）
主
任
（
〜
平
成
七
年
三
月
）

平
成　

七
年　

四
月　

文
学
部
文
学
部
教
授
（
〜
平
成
二
二
年
三
月
）

平
成　

九
年　

四
月　

宗
教
部
長
（
〜
平
成
一
一
年
三
月
）

三

森
山
清
徹
教
授　

略
歴
お
よ
び
業
績



平
成
一
七
年　

四
月　

大
学
院
仏
教
学
専
攻
主
任
（
〜
平
成
一
九
年
三
月
）

平
成
二
二
年　

四
月　

仏
教
学
部
教
授
（
〜
令
和
二
年
三
月
）、
仏
教
学
科
長
（
〜
平
成
二
三
年
三
月
）

平
成
二
三
年　

四
月　

宗
門
後
継
者
養
成
道
場
長　

（
〜
平
成
二
九
年
三
月
）

平
成
二
四
年　

九
月　

佛
教
大
学
授
戒
会
戒
師
（
〜
平
成
二
六
年
九
月
）

令
和　

三
年　

三
月　

佛
教
大
学
名
誉
教
授

そ
の
他
の
職
歴

昭
和
五
七
年　

四
月　

ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
客
員
研
究
員
（
〜
昭
和
五
九
年
三
月
）

平
成
一
四
年　

九
月　

ア
メ
リ
カ
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客
員
研
究
員
（
〜
平
成
一
四
年
一
一
月
）

東
北
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
（
平
成
年
度
集
中
講
義
一
度
）、
大
正
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
（
平
成
別
年
度
集
中
講
義
二
度
）

浄
土
宗
教
学
高
等
講
習
会
（
北
海
道
旭
川
、
富
山
、
千
葉
船
橋
、
滋
賀
、
岩
手
盛
岡
、
福
岡
博
多
、
愛
知
、
岡
山
倉
敷
）

英
語
に
よ
る
仏
教
講
座　

京
都
学
園
大
学
、
佛
教
大
学
四
条
セ
ン
タ
ー

浄
土
宗
薬
師
寺
住
職
（
僧
正
、
正
輔
、
已
講
）

学
会
関
連

日
本
印
度
学
佛
教
学
会
賞
（
平
成
元
年
九
月
）

所
属
学
会

　

国
際
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
学
会

四

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



　

国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会

　

国
際
仏
教
学
会

　

国
際
ア
ジ
ア
北
ア
フ
リ
カ
学
会
（ICAN

AS

）

　

日
本
仏
教
学
会

　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会

　

日
本
西
蔵
学
会

　

浄
土
宗
教
学
院

　

佛
教
大
学
仏
教
学
会

平
成　

二
年
一
〇
月　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会　

第
四
二
回
学
術
大
会
大
会
事
務
責
任
者　

（
〜
平
成
三
年
九
月
）

平
成　

六
年　

九
月　

日
本
仏
教
学
会　

西
部
事
務
所
事
務
責
任
者　

（
〜
平
成
一
〇
年
三
月
）

平
成　

七
年　

四
月　

日
本
仏
教
学
会　

平
成
六
年
度
日
本
佛
教
学
会
学
術
大
会
事
務
責
任
者　

（
〜
平
成
九
年
九
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
仏
教
学
会
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
仏
教
学
会
常
務
理
事

平
成
二
九
年　

四
月　

浄
土
宗
教
学
院
理
事　

（
〜
現
在
に
至
る
）

【
業
績
】

共
訳

『
ツ
ォ
ン
カ
パ
』（「
大
乗
仏
典
中
国
・
日
本
編
」
一
五
） 

中
央
公
論
社　

平
成 

八 

年
十
一
月

五

森
山
清
徹
教
授　

略
歴
お
よ
び
業
績



共
著

『
高
祖
善
導
大
師
』（
水
谷
幸
正
編　

浄
土
宗
現
代
法
話
大
系　

第
五
巻
）「
極
楽
浄
土
へ
の
遠
近
│
去
此
不
遠
と
十
万
億
仏
土
│
」　　

 

同
朋
舎
出
版　

平
成 

九 

年 

二 

月

論
文

大
品
般
若
経
（
羅
什
訳
）
に
お
け
る
「
大
乗
」
と
「
摩
訶
衍
」
に
つ
い
て 

仏
教
論
叢　

一
八　

昭
和
四
九
年
一
一
月

般
若
経
に
お
け
る
「
方
便
」
に
つ
い
て 

印
度
学
仏
教
学
研
究　

二
三
│
一　

昭
和
四
九
年
一
二
月

大
品
系
般
若
経
の
研
究
│
異
訳
諸
本
に
関
す
る
疑
問
│ 

仏
教
論
叢　

一
九　

昭
和
五
〇
年
一
〇
月

般
若
経
に
お
け
る
「
廻
向
」
の
問
題 

印
度
学
仏
教
学
研
究
二
四
│
二　

昭
和
五
一
年 

三 

月

般
若
経
に
お
け
る
「
三
昧
」
の
問
題 

仏
教
論
叢　

二
〇　

昭
和
五
一
年
一
〇
月

般
若
経
に
お
け
る
「
空
と
そ
の
同
類
語
」 

印
度
学
仏
教
学
研
究　

二
五
│
二　

昭
和
五
二
年 

三 

月

「
空
性
思
想
の
形
成
」
研
究
序
説 

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

六　

昭
和
五
三
年 

三 

月

般
若
経
に
お
け
る
「
相
」
の
問
題 

仏
教
論
叢　

二
二　

昭
和
五
三
年
一
〇
月

自
性
の
考
察 

印
度
学
仏
教
学
研
究　

二
七
│
二　

昭
和
五
四
年 

三 

月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
のSarvadharm

anih

・svabhāvasiddhi
の
和
訳
研
究
（
1
）

 
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要　

九　

 　

昭
和
五
六
年 

三 

月

Tarkasopāna

に
お
け
る
能
証
と
そ
の
三
条
件
に
関
す
る
問
題
点 

仏
教
論
叢　

二
五　

 　

昭
和
五
六
年
一
一
月

A Synopsis of the Sarvadharm
anih

・svabhāvasiddhi  of Kam
ala
īla

1
．

2
．

3
．

4
．

5
．

6
．

7
．

8
．

9
．

10
．

11
．

12
．

六

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



 

印
度
学
仏
教
学
研
究
三
〇
│
二　

 　

昭
和
五
七
年 

三 

月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
のSarvadharm

anih

・svabhāvasiddhi

の
和
訳
研
究
（
2
）

 

佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要　

一
〇　

昭
和
五
七
年 

三 

月

The Yogācāra-M
ādhyam

ika Refutation of the Position of the Satyākāra and  

Alīkākāra-vādins of the Yogācāra School. Part 1: A Translation of  

Portions of H
aribhadra’s A

bhisam
ayālam

・kārālokā Prajñāpāram
itāvyākhyā

 

佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要　

一
二　

昭
和
五
九
年 

三 

月

The Yogācāra-M
ādhyam

ika Refutation of the Position of the Satyākāra and  

Alīkākāra-vādins of the Yogācāra School. Part 2: A Translation of  

Portions of H
aribhadra’s A

bhisam
ayālam

・kārālokā Prajñāpāram
itāvyākhyā

 

坪
井
俊
映
博
士
頌
寿
記
念
会
編
『
佛
教
文
化
論
攷
』　

昭
和
五
九
年
一
〇
月

Kam
ala
īla and H

aribhadra’s refutation of the Satyākāra and  

 
Alīkākāra ‒ vādins of the Yogācāra School　

印
度
学
仏
教
学
研
究
三
三
│
一　
　

昭
和
五
九
年
一
二
月

The Yogācāra -M
ādhyam

ika Refutation of the Position of the Satyākāra and  

 
Alīkākāra ‒ vādins of the Yogācāra School Part III　

人
文
学
論
集　

一
八　

昭
和
五
九
年
一
二
月

An Annotated Translation of Kam
ala
īla’s Sarvadharm

anih
・svabhāvasiddhi part IV

 
佛
教
大
学
研
究
紀
要　

六
九　

昭
和
六
〇
年 

三 

月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
有
相
・
無
相
唯
識
批
判
│
瑜
伽
行
中
観
派
と
は
何
か
│

13
．

14
．

15
．

16
．

17
．

18
．

19
．

七

森
山
清
徹
教
授　

略
歴
お
よ
び
業
績



 

浄
土
宗
教
学
院
研
究
所
『
仏
教
論
叢
』　

二
九　
　

昭
和
六
〇
年 

九 

月

Kam
ala
īla

の
唯
識
思
想
と
修
道
論
│
瑜
伽
行
中
観
派
の
唯
識
説
の
観
察
と
超
越
│

 

人
文
学
論
集　

一
九　

昭
和
六
〇
年
一
二
月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
唯
識
説
と
修
習
Ⅰ 

宗
教
研
究　

二
七
〇　

昭
和
六
一
年 

三 

月

Kam
ala
īla

とH
aribhadra 

│
瑜
伽
行
中
観
派
の
学
説
の
系
統
│ 

仏
教
論
叢　

三
〇　

昭
和
六
一
年 

九 

月

瑜
伽
行
中
観
派
と
唯
識
派
の
対
論
│
三
性
・
三
無
性
説
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
│ 

仏
教
論
叢　
　

三
〇　

昭
和
六
一
年 

九 

月

Kam
ala
īla

とH
aribhadra 

│
一
切
智
者
の
智
の
証
明
を
巡
っ
て
│ 

印
度
学
仏
教
学
研
究　

三
五
│
一　

昭
和
六
一
年
一
二

月カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
無
自
性
論
証
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
因
果
論

 

│Sarvadharm
anih

・svabhāvasiddhi

の
和
訳
研
究
（
3
）
│　

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

七
一　

昭
和
六
二
年 

三 

月

Kam
ala
īla

のSarvadharm
anih

・svabhāvasiddhi

（SD
N
S

）
解
説 

仏
教
文
化
研
究　

三
三　

昭
和
六
三
年 

三 

月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
唯
識
批
判
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
経
量
部
説 

 

│
無
自
性
論
証
の
視
座
：tatsārūpya
とtadutpatti 

│　

佛
教
大
学
研
究
紀
要　

七
二　

昭
和
六
三
年 

三 

月

『
中
観
光
明
論
』
と
『
ロ
サ
ル
宗
義
書
』 

仏
教
論
叢　

三
二　

昭
和
六
三
年 

九 

月

後
期
中
観
派
の
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
批
判
│
因
果
論
を
巡
っ
て
│ 

印
度
学
仏
教
学
研
究　

三
七
│
一　

昭
和
六
三
年
一
二
月

後
期
中
観
派
の
学
系
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
因
果
論
│Catus
・kotyutpādapratis

・edhahetu 

│

 
佛
教
大
学
研
究
紀
要　

七
三　

 　

平
成 

元 

年 

三 

月

Kam
ala
īla

とH
aribhadra

〔
2
〕
│H

aribhadra

の
引
用
す
るBhāvanākram

a I

│

20
．

21
．

22
．

23
．

24
．

25
．

26
．

27
．

28
．

29
．

30
．

31
．

八

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



 

仏
教
論
叢　

三
三　

平
成 

元 

年 

九 

月

後
期
中
観
派
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
（
1
）
│
縁
起
を
巡
る
論
争
│Pratītyasam

utpādahetu

│

 

人
文
学
論
集　

二
三　

平
成 

元 

年
一
二
月

後
期
中
観
派
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
（
2
）
│
「
空
」
を
巡
る
論
争
： 

 
Laks

・an

・a
ūnyatā

とSvabhāvānupalabdhi

│　

佛
教
大
学
研
究
紀
要　

七
四　

平
成 

二 

年 

三 

月

Kam
ala
īla

とH
aribhadra

〔
3
〕
│yogi jñāna

とviruddha

を
巡
っ
て
│ 

仏
教
論
叢　

三
四　

平
成 

二 

年 

九 

月

後
期
中
観
派
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
（
3
）
│
無
自
性
論
証
と
推
理
（anum

āna

）
│ 

人
文
学
論
集　

二
四　

平
成 

二 

年
一

二
月

後
期
中
観
派
の
二
諦
説
とpram

ān
・a 

印
度
学
仏
教
学
研
究　

三
九
│
一　

平
成 

二 

年
一
二
月

The Later M
ādhyam

ika and D
harm

akīrti　

Ernst Steinkellner (ed.), Studies  

in the Buddhist Epistem
ological Tradition, Proceedings of the Second  

 
International D

harm
akīrti Conference, Vienna, Junn 11-16, 1989　

平
成 

三 

年 

六 

月

後
期
中
観
派
の„
勝
義
“の
解
釈
と
プ
ラ
マ
ー
ナ
論　

久
下
陞
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
会
編

 
『
仏
法
と
教
育
の
森　

久
下
陞
先
生
頌
寿
記
念
』　

平
成 

三 

年 

三 

月

後
期
中
観
派
の
唯
心
説
と
二
諦
説
│
三
種
の
唯
心
解
釈
〈
勝
義
、
ヨ
ー
ガ
行
者
の
世
俗
、
凡
夫
の
世
俗
〉
│

 

佛
教
大
学
研
究
紀
要　

七
五　

平
成 

三 

年 

三 

月

M
adhyam

akāloka

の
直
接
知
覚
論
と
二
諦
説 

仏
教
論
叢　

三
五　

平
成 

三 

年 

九 

月

M
adhyam

akāloka

の
無
自
性
論
証
と
『
仏
性
論
』 
印
度
学
仏
教
学
研
究
四
〇
│
一　

平
成 

三 

年
一
二
月

32
．

33
．

34
．

35
．

36
．

37
．

38
．

39
．

40
．

41
．

九

森
山
清
徹
教
授　

略
歴
お
よ
び
業
績



M
adhyam

akāloka

に
引
用
さ
れ
る
『
般
若
経
』
│
二
諦
説
と
無
自
性
論
証
の
典
拠
│

 

真
野
龍
海
博
士
頌
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
般
若
波
羅
蜜
多
思
想
論
集
』　

平
成 

四 

年 

三 

月

後
期
中
観
派
の
形
と
心
の
検
証
│
〈
一
・
多
〉
を
巡
る
無
自
性
論
証
と
修
道
論
│

 

日
本
仏
教
学
会
年
報　

五
七　

平
成 

四 

年 

九 

月

後
期
中
観
派
と
形
象
真
実
論
・
形
象
虚
偽
論
│

ākyabuddhi, Prajñākaragupta, Kam
bala

│

 

印
度
学
仏
教
学
研
究
四
一
│
一　

平
成 

四 

年
一
二
月

後
期
中
観
派
と
形
象
真
実
論
・
形
象
虚
偽
論
│

ākyabuddhi

と
の
論
争
と
修
道
論
│

 

前
田
惠
學
編
『
原
始
仏
教
と
大
乗
仏
教
』
渡
辺
文
磨
博
士
追
悼
論
集　

平
成 

五 

年 

五 

月

Jñānagarbha

と

āntaraks
・ita
の
自
己
認
識
批
判 

│

ākyabuddhi

の
理
論
と
三
性
説
お
よ
び
因
果
論
│

 

仏
教
文
化
研
究　

三
八　

平
成 

五 

年 

九 

月

後
期
中
観
派
と
形
象
虚
偽
論
者 

浄
土
宗
教
学
院
研
究
所
『
仏
教
論
叢
』　

三
七　

平
成 

五 

年 

九 

月

後
期
中
観
派
と
形
象
真
実
論
及
び
形
象
虚
偽
論
│
形
象
（ākāra

）
と
三
性
説
│

 

印
度
学
仏
教
学
研
究
四
二
│
一　

平
成 

五 

年
一
二
月

中
観
派
と
唯
識
派
の
空
、
二
諦
、
三
性
説
を
巡
る
論
争
│ M

adhyam
akāloka

和
訳
研
究
│

 

佛
教
大
学
文
学
部
論
集
七
八　

平
成 

六 

年 

三 

月

ツ
ォ
ン
カ
パ
に
よ
る
中
観
、
唯
識
思
想
の
分
析
│
三
性
、
三
無
性
、
二
諦
説
、
自
相
の
有
無
│

 

南
都
佛
教　

七
〇　

平
成 

六 

年 

八 

月

ツ
ォ
ン
カ
パ
の
無
我
、
無
明
論
│
ス
ヴ
ァ
ー
タ
ン
ト
リ
カ
お
よ
び
瑜
伽
行
中
観
派
批
判
│ 

佛
教
論
叢　

三
八　

平

42
．

43
．

44
．

45
．

46
．

47
．

48
．

49
．

50
．

51
．

一
〇

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



成 

六 

年 

九 

月

中
観
派
と
経
量
部
の
因
果
論
争
│
竿
秤
の
上
下
（tulādan

・d

・anām
onnām

a

）
の
喩
例
を
巡
っ
て
│

 

印
度
学
仏
教
学
研
究
四
三
│
一　

平
成 

六 

年
一
二
月

Kam
ala
īla

に
よ
る
〈
他
不
生
〉
の
論
証
方
法
と
経
量
部
の
因
果
論
│
因
果
同
時
、
異
時
説
の
論
破
│

 

佛
教
大
学
文
学
部
論
集　

七
九　

平
成 

七 

年 

三 

月

後
期
中
観
派
の
意
知
覚
批
判
│ D

harm
akīrti

理
論
の
活
用
と
知
・
対
象
異
時
説
批
判
│

 

浄
土
宗
教
学
院
研
究
所
仏
教
論
叢　

三
九　

平
成 

七 

年 

三 

月

シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
デ
ー
ヴ
ァ
、
プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
カ
ラ
マ
テ
ィ
の
自
己
認
識
批
判 

 

│Bodhicaryāvatārapañjikā IX

和
訳
研
究
│　

佛
教
大
学
文
学
部
論
集　

八
〇　

平
成 

八 

年 

三 

月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
他
不
生
の
論
証
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
刹
那
減
論
│
ヤ
シ
ョ
ミ
ト
ラ
と
ウ
デ
ィ
ヨ
ー
タ
カ
ラ
と
の
論
争
の
経

緯
│ 

印
度
学
仏
教
学
研
究　

四
五
│
一　

平
成 

八 

年
一
二
月

Tson

・ Kha Pa' s Analysis of Self-Cognition (Svasam

・vedana) and M
ādhyam

ika Philosophy

 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
チ
ベ
ッ
ト
研
究
所 Tibetan Studies　

平
成 

九 

年 

三 

月

後
期
中
観
派
の
サ
ー
ン
キ
ヤ
学
説
批
判
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
│
自
不
生
の
論
証
、
因
中
有
果
論
、
顕
現
説
批
判
│

 

佛
教
大
学
文
学
部
論
集　

八
一　

平
成 

九 

年 

三 

月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
帰
謬
還
元
法　

（prasan

・gaviparyaya

）
と
ダ
ル
モ
ウ
ッ
タ
ラ

 

│
遍
充
関
係
と
二
諦
説
及
び
反
所
証
拒
斥
検
証
│　

印
度
学
仏
教
学
研
究　

四
六
│
一　

平
成 

九 

年
一
二
月

無
自
性
論
証
に
お
け
る
遍
充
関
係
と
二
諦
説
│
帰
謬
還
元
法
と
反
所
証
拒
斥
検
証
│

52
．

53
．

54
．

55
．

56
．

57
．

58
．

59
．

60
．

一
一

森
山
清
徹
教
授　

略
歴
お
よ
び
業
績



 

南
都
佛
教　

七
四
、
七
五　

平
成 

九 

年
一
二
月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
常
住
論
批
判
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
刹
那
滅
論
│
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
顕
現
説
、 

 
説
一
切
有
部
の
三
無
為
説
、
犢
子
部
の
プ
ド
ガ
ラ
説
の
吟
味
│　

佛
教
大
学
文
学
部
論
集　

八
二　

平
成
一
〇
年 

三 

月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
他
不
生
の
論
証
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
刹
那
滅
論

 

仏
教
論
叢　

四
二　

平
成
一
〇
年 

九 

月

菩
薩
思
想
と
し
て
の
慈
悲
│
新
世
紀
へ
の
指
針
│ 

第
五
回
韓
日
佛
教
文
化
国
際
会
議
会
報　

平
成
一
〇
年
一
〇
月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
四
不
生
の
論
証
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
刹
那
滅
論
│
自
他
の
二
・
無
因
か
ら
の
不
生
起
説
│

 

『
水
谷
幸
正
先
生
古
稀
記
念
論
集　

佛
教
福
祉
・
佛
教
教
化
研
究
』　

平
成
一
〇
年
一
二
月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
無
自
性
論
証
と
ア
ポ
ー
ハ
論
│
自
立
論
証
の
根
拠
│ 

印
度
学
佛
教
学
研
究
四
七
│
一　

平
成
一
〇
年
一
二
月

D
iffering Interpretations of N

on -arising from
 Another:

the Svātantrika and the Prāsan

・gika M
ādhyam

ika School 

 

第
八
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
研
究
発
表
報
告
（IATS

）　

佛
教
大
学
文
学
部
論
集　

八
三　

平
成
一
一
年 

三 

月

The Svātantrika and Prāsan

・gika - M
ādhyam

ika:

An Independent Proof -Form
ula (Svatantrasādhana) and the Conventional Truth

第
三
五
回
国
際
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
会
議
研
究
発
表
報
告
（ICAN

AS

）（
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ
タ
ペ
ス
ト
）

 

佛
教
大
学
文
学
部
論
集　

八
三　

平
成
一
一
年 

三 

月

世
親
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
滅
無
因
説
と
中
観
派
│
自
立
論
証
派
と
帰
謬
論
証
派
の
見
解
の
相
違
│

 
印
度
学
佛
教
学
研
究
四
八
│
一　

平
成
一
一
年
一
二
月

61
．

62
．

63
．

64
．

65
．

66
．

67
．

68
．

一
二

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



Vasubandhu's and D
harm

akīrti's Theories of D
estruction w

ithout

 
Cause and Their Influence on the M

ādhyam
ika Philosophers （

学
会
報
告　

ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
）

 

佛
教
大
学
文
学
部
論
集
八
四　

平
成
一
二
年 

三 

月

The dG
e lugs pa Theory of the Tw

o Truths and Kam
ala
īla's M

adhyam
akāloka 

平
成
一
二
年 

七 

月

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ゲ
ル
ク
派
（dG

e lugs pa

）
の
二
諦
説
の
解
釈

 

文
部
省
科
学
研
究
費
特
定
領
域
研
究
「
古
典
学
の
再
構
築
」
研
究
成
果
報
告　

平
成
一
二
年 

八 

月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
自
立
論
証
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
推
理
論
│ M

adhyam
akāloka

和
訳
研
究
│

 
赤
松
明
彦
編
『
イ
ン
ド
の
文
化
と
論
理
』
戸
崎
宏
正
博
士
古
稀
記
念
論
文
集　

平
成
一
二
年
一
〇
月

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
、
チ
ャ
パ
チ
ョ
キ
セ
ン
ゲ
及
び
ゲ
ル
ク
派
（dG

e lugs pa

）
の
二
諦
説
の
解
釈

 

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
特
定
領
域
研
究A118 「
古
典
学
の
再
構
築
」
第
1
期
研
究
成
果
報
告　

平
成
一
三
年 

一 

月

チ
ャ
パ
チ
ョ
キ
セ
ン
ゲ
の
二
諦
説
│ dBu m

a 
ar gsum

 gyi ston

・ thun

和
訳
研
究
（
1
）
│

 
香
川
孝
雄
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
佛
教
学
浄
土
学
研
究
』　

平
成
一
三
年 

三 

月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
『
中
観
光
明
論
』
と
ゲ
ル
ク
派
の
二
諦
説
の
解
釈

│
ア
ポ
ー
ハ
論
と
『
解
深
密
経
』
に
基
づ
く
勝
義
諦
と
世
俗
諦
の
区
分
│
石
上
善
應
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編

 

『
仏
教
文
化
の
基
調
と
展
開
』　

平
成
一
三
年 

五 

月

チ
ャ
パ
チ
ョ
キ
セ
ン
ゲ
の
二
諦
説
│ dBu m

a 
ar gsum

 gyi ston
・ thun

和
訳
研
究
（
2
）
│

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
特
定
領
域
研
究
（
Ａ
） 「
古
典
学
の
再
構
築
」
第
1
期
公
募
研
究
論
文
集　

平
成
一
三
年
一
一
月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
知
識
論
と
因
果
論
の
検
証
│
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
見
解
の
活
用
と
批
判
│

69
．

70
．

71
．

72
．

73
．

74
．

75
．

76
．

77
．

一
三

森
山
清
徹
教
授　

略
歴
お
よ
び
業
績



 

印
度
学
仏
教
学
研
究　

五
〇　

平
成
一
三
年
一
二
月

ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
ガ
ル
バ
の
中
観
思
想
の
伝
承
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
│
信
仰
形
態
と
し
て
の
〈
空
と
二
諦
説
〉
の
伝
承
│

 

日
本
佛
教
学
会
年
報　

六
七　

平
成
一
四
年 

三 

月

チ
ャ
パ
チ
ョ
キ
セ
ン
ゲ
の
二
諦
説
│ dBu m

a 
ar gsum

 gyi ston

・ thun

和
訳
研
究
（
3
） 

│

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
特
定
領
域
研
究
（
Ａ
）「
古
典
学
の
再
構
築
」

 

第
Ⅰ
期
公
募
研
究
論
文
集　

平
成
一
五
年 

三 

月

シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
の
中
観
思
想
の
形
成
と
シ
ュ
バ
グ
プ
タ
、
シ
ャ
ー
キ
ャ
ブ
ッ
デ
ィ

 

│
自
然
界
（
原
子
、
物
質
）
と
知
識
の
峻
別
の
根
拠
│　

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要　

一
〇　

平
成
一
五
年 

三 

月

後
期
中
観
派
の
自
己
認
識
に
関
す
る
因
果
関
係
の
吟
味

 

│M
adhyam

akāloka

和
訳
研
究
│　

佛
教
大
学
文
学
部
論
集　

八
八　

平
成
一
六
年 

三 

月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
に
よ
る
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
因
果
論
の
検
証
│anvaya,vyatireka

の
吟
味
│

 

神
子
上
恵
生
教
授
頌
寿
記
念
論
集
『
イ
ン
ド
哲
学
佛
教
思
想
論
集
』　

平
成
一
六
年 

三 

月

ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
ガ
ル
バ
の
自
己
認
識
批
判
と
シ
ャ
ー
キ
ャ
ブ
ッ
デ
ィ
│
一
切
法
無
自
性
と
聖
教
│

 

印
度
学
仏
教
学
研
究　

五
二
│
二　

平
成
一
六
年 

三 

月

後
期
中
観
派
に
よ
る
四
極
端
の
生
起
の
論
破
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
因
果
論
（
上
）

 

│
因
果
関
係
の
確
定
要
件
と
し
て
の
自
性
（ svabhāva 

）
│
佛
教
大
学
仏
教
学
会
『
仏
教
学
会
紀
要
』

 

一
二　

平
成
一
六
年 

三 

月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
に
よ
る
経
量
部
説
批
判
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
│
認
識
因
果
論
の
吟
味
│

78
．

79
．

80
．

81
．

82
．

83
．

84
．

85
．

一
四

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



 

『
髙
橋
弘
次
先
生
古
希
記
念
論
集　

浄
土
学
佛
教
学
論
叢
』
2　

平
成
一
六
年
一
一
月

後
期
中
観
派
に
よ
る
四
極
端
の
生
起
の
論
破
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
因
果
論
（
下
）

 

│M
adhyam

akāloka

和
訳
研
究
│　

佛
教
大
学
文
学
部
論
集　

八
九　

平
成
一
七
年 

三 

月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
『
金
剛
般
若
経
釈
』
と
後
期
中
観
思
想
の
形
成
│
経
量
部
と
唯
識
説
の
吟
味
│

 

佛
教
論
叢　

四
九　

平
成
一
七
年 

三 

月

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
因
果
論
及
び
プ
ラ
マ
ー
ナ
論
の
吟
味
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
│M

adhyam
akāloka

和
訳
研
究
│

 

佛
教
大
学
文
学
部
論
集　

九
〇　

平
成
一
八
年 

三 

月

後
期
中
観
思
想
の
形
成
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
プ
ラ
マ
ー
ナ
論 

 

│
推
理
（anum

āna
）
に
よ
る
無
自
性
論
証
の
成
立
根
拠
│　

佛
教
大
学
文
学
部
論
集　

九
一　

平
成
一
九
年 

三 

月

後
期
中
観
思
想
（
離
一
多
性
論
）
の
形
成
と
シ
ャ
ー
キ
ャ
ブ
ッ
デ
ィ
（
上
） 

佛
教
大
学
文
学
部
論
集　

九
二　

平
成
二
〇

年 

三 

月

後
期
中
観
思
想
（
離
一
多
性
論
）
の
形
成
と
シ
ャ
ー
キ
ャ
ブ
ッ
デ
ィ
（
下
） 

印
度
学
佛
教
学
研
究
五
六
│
二　

平
成
二
〇

年 

三 

月

後
期
中
観
思
想
（
離
一
多
性
論
）
の
形
成
と
仏
教
論
理
学
派

 

│
デ
ー
ヴ
ェ
ン
ド
ラ
ブ
ッ
デ
ィ
、
シ
ャ
ー
キ
ャ
ブ
ッ
デ
ィ
のPram

ān

・avārttika III

（kk . 200- 224

）
注
の
和
訳
研
究
│

 

佛
教
文
化
研
究　

五
二　

平
成
二
〇
年 

三 

月

Buddhism
 as a Substructure of Traditional Japanese M

entality

In: Buddhism
 and Christianity A

m
erican and Japanese M

oralities,  

86
．

87
．

88
．

89
．

90
．

91
．

92
．

93
．

一
五

森
山
清
徹
教
授　

略
歴
お
よ
び
業
績



 
Bukkyo U

niversity - L.A.Extension　

平
成
二
一
年 

三 

月

āntaraks

・ita's adoption and criticism
 of the theory of self-cognizing

-cognition (svasam

・vedana), established by 
ākyabuddhi　

14th W
orld Sanskrit Con-

 
ference A

bstracts Kyoto U
niversity, Kyoto Japan　

　

平
成
二
一
年 

三 

月

伝
統
的
日
本
人
の
道
徳
観
と
し
て
の
仏
教

Buddhism
 and Christianity A

m
erican and Japanese M

oralities,Bukkyo  

 
U
niversity -L.A.Extension　

平
成
二
一
年 

三 

月

後
期
中
観
思
想
│
所
取
能
取
を
離
れ
た
自
己
認
識
（svasam

・vedana

）
批
判
と
知
の
一
多
の
吟
味
│ 

の
形
成
と
シ
ャ
ー
キ
ャ
ブ
ッ
デ
ィ
（
上
） 

佛
教
大
学
文
学
部
論
集　

九
三　

平
成
二
一
年 

三 

月

後
期
中
観
思
想
│
所
取
能
取
を
離
れ
た
自
己
認
識
（svasam

・vedana

）
批
判
と
知
の
一
多
の
吟
味
│ 

の
形
成
と
シ
ャ
ー
キ
ャ
ブ
ッ
デ
ィ
（
下
） 

佛
教
大
学
『
仏
教
学
会
紀
要
』　

一
五　

平
成
二
一
年 

三 

月

The Relationship betw
een the Tw

o Truths, bden pa gnyis, according to  

Phya pa Chos kyi seng ge, and the influence of his interpretation 

 on the D
ge lugs pa tradition　

Studies in the Philosophy and H
istory of  

Tibet PIATS 2006 :Tibetan Studies :Proceedings of the Eleventh Sem
inar of  

 
the International A

ssociation for Tibetan Studies, Königsw
inter 2006. 2010 IITBS　

平
成
二
二
年 

三 

月

シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
の
自
己
認
識
論
と
シ
ャ
ー
キ
ャ
ブ
ッ
デ
ィ
│
有
相
無
相
唯
識
説
と
形
象
真
実
虚
偽
論
の
区
分
の
基
準
│

 
佛
教
大
学
文
学
部
論
集　

九
四　

平
成
二
二
年 

三 

月

94
．

95
．

96
．

97
．

98
．

99
．

一
六

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
、
ハ
リ
バ
ド
ラ
に
よ
る
無
自
性
論
証
と
し
て
の
プ
ラ
マ
ー
ナ
論

 

佛
教
大
学
『
仏
教
学
会
紀
要
』　

一
六　

平
成
二
三
年 

三 

月

シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
のVādanyāyavr

・ttivipañcitārtha

と
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
無
自
性
論
証

 

│
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
『
量
評
釈
自
注
』（ PVSV

）
を
巡
っ
て
│
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集　

九
五　

平
成
二
三
年 

三 

月

後
期
中
観
派
の
自
立
論
証
と
し
て
の
離
一
多
性
因
に
よ
る
無
自
性
論
証
と
ア
ポ
ー
ハ
論

 

法
然
上
人
八
〇
〇
年
大
遠
忌
記
念
『
法
然
仏
教
と
そ
の
可
能
性
』　

平
成
二
四
年 

三 

月

後
期
中
観
派
の
無
自
性
論
証
に
お
け
る
知
の
成
立
及
び
非
実
在
の
否
定
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
推
理
論

 

福
原
隆
善
先
生
古
稀
記
念
論
集
『
佛
法
僧
論
集
』
第
一
巻　

平
成
二
五
年 

二 

月

シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
、
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
無
自
性
論
証
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
刹
那
滅
論
証
│

 
Vādanyāya

に
お
け
る
反
所
証
拒
斥
検
証
と
そ
の
活
用
│
印
度
学
佛
教
学
研
究　

六
一
│
二　

平
成
二
五
年 

三 

月

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
のVādanyāya
に
お
け
る
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
批
判
と
後
期
中
観
派 

 

│
全
体
性
（avayavin
）
の
無
の
確
定
│　

佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集　

九
七　

平
成
二
五
年 

三 

月

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
、
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
と
ウ
ッ
ド
ゥ
ヨ
ー
タ
カ
ラ　

│avayavin

を
巡
っ
て
、 

 
Vādanyāya

と
そ
の
注
釈
（VN

V
）
と
の
和
訳
研
究
│　

仏
教
学
部
論
集　

九
八　

平
成
二
六
年 

三 

月

世
親
、
ヤ
シ
ョ
ミ
ト
ラ
と
ヴ
ァ
ー
ツ
ヤ
ー
ヤ
ナ
、
ウ
ッ
デ
ィ
ヨ
ー
タ
カ
ラ
│
部
分
の
集
合
論
と
全
体
（ avayavin 

）
論

 

藤
本
淨
彦
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
法
然
仏
教
の
諸
相
』　

平
成
二
六
年
一
二
月

ヴ
ァ
ー
ツ
ヤ
ー
ヤ
ナ
、
ウ
ッ
デ
ィ
ヨ
ー
タ
カ
ラ
と
世
親
の
『
唯
識
二
十
論
』『
倶
舎
論
』（
上
）

 
仏
教
学
部
論
集　

九
九　

平
成
二
七
年 

三 

月

100
．

101
．

102
．

103
．

104
．

105
．

106
．

107
．

108
．

一
七

森
山
清
徹
教
授　

略
歴
お
よ
び
業
績



世
親
の
『
倶
舎
論
』『
唯
識
二
十
論
』
と
ヴ
ァ
ー
ツ
ヤ
ー
ヤ
ナ
、
ウ
ッ
デ
ィ
ヨ
ー
タ
カ
ラ
│
全
体
、
原
子
、
唯
識
論
の
検
証
│

 

印
度
学
佛
教
学
研
究　

六
三
│
二　

平
成
二
七
年 

三 

月

世
親
の
『
倶
舎
論
』『
唯
識
二
十
論
』
と
ニ
ヤ
ー
ヤ
学
派
（
ヴ
ァ
ー
ッ
ヤ
ー
ヤ
ナ
、
ウ
ッ
デ
ィ
ヨ
ー
タ
カ
ラ
）

 
│
全
体
お
よ
び
原
子
の
結
合
論
│　

小
澤
憲
珠
名
誉
教
授
頌
寿
記
念
論
集
『
大
乗
仏
教
と
浄
土
教
』　

平
成
二
七
年
一
〇
月

ヴ
ァ
ー
ツ
ヤ
ー
ヤ
ナ
、
ウ
ッ
デ
ィ
ヨ
ー
タ
カ
ラ
と
世
親
の
『
唯
識
二
十
論
』『
倶
舎
論
』（
下
）

 

仏
教
学
部
論
集　

一
〇
〇　

平
成
二
八
年 

三 

月

世
親
、
ヤ
シ
ョ
ミ
ト
ラ
と
ニ
ヤ
ー
ヤ
学
派
（
ヴ
ァ
ー
ツ
ヤ
ー
ヤ
ナ
、
ウ
ッ
デ
ィ
ヨ
ー
タ
カ
ラ
）

│
刹
那
滅
論
に
立
脚
し
た
直
接
知
覚
論
と
因
果
論
と
の
成
立
の
問
題
│

 

三
友
健
容
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
『
智
慧
の
と
も
し
び　

ア
ビ
ダ
ル
マ
佛
教
の
展
開
』　

平
成
二
八
年 

三 

月

後
期
中
観
派
に
よ
る
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
刹
那
滅
論
の
活
用
と
批
判
│
後
期
中
観
思
想
の
形
成
（
1
）
│

 

仏
教
学
部
論
集　

一
〇
一　

平
成
二
九
年 

三 

月

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
ア
ポ
ー
ハ
論
に
基
づ
く
因
果
論
と
随
伴
関
係
と
の
後
期
中
観
派
に
よ
る
活
用
と
批
判

 

│
後
期
中
観
思
想
の
形
成
（
2
）
│　

仏
教
学
部
論
集　

一
〇
二　

平
成
三
〇
年 

三 

月

ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
ガ
ル
バ
に
よ
る
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
ア
ポ
ー
ハ
論
に
基
づ
く
因
果
論
へ
の
批
判

 

│
後
期
中
観
思
想
の
形
成
（
3
）
│　

仏
教
学
部
論
集　

一
〇
三　

平
成
三
一
年 

三 

月

Jñānagarbha’s Criticism
 of D

harm
akīrti’s Causation Based on A

poha Theory,

 
Journal of Indian and Buddhist Studies　

六
八
│
三　

令
和
二
年 

三 

月

ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
ガ
ル
バ
の
『
二
諦
分
別
論
』
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
プ
ラ
マ
ー
ナ
論
│
後
期
中
観
思
想
の
形
成
（
4
）
│

109
．

110
．

111
．

112
．

113
．

114
．

115
．

116
．

117
．

一
八

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



 

佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集　

一
〇
四　

令
和
二
年 

三 

月

国
際
学
会
発
表

第
二
回
国
際
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
学
会
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ウ
イ
ー
ン
大
学
）

国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
グ
ラ
ー
ツ
）

第
三
五
回
国
際
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
学
会
（ICAN

AS

）（
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ
ダ
・
ペ
ス
ト
）

第
三
回
国
際
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
学
会
（
広
島
大
学
）

国
際
仏
教
学
会
（
ス
イ
ス
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学
）

国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
（
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
）

国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
（
オ
ラ
ン
ダ
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
）

国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
（
ド
イ
ツ
、
ボ
ン
大
学
）

国
際
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
会
（
京
都
大
学
）

第
二
回
佛
教
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
公
開
国
際
学
術
セ
ミ
ナ
ー
（
ア
メ
リ
カ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）

第
三
回
佛
教
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
公
開
国
際
学
術
セ
ミ
ナ
ー
（
ア
メ
リ
カ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）

第
五
回
韓
日
佛
教
文
化
国
際
会
議
（
韓
国
、
東
国
大
学
）

一
九

森
山
清
徹
教
授　

略
歴
お
よ
び
業
績



そ
の
他

《
通
信
教
育
》

鷹
陵
教
養
セ
ミ
ナ
ー
〔
仏
教
学
（
1
）
人
間
ブ
ッ
ダ
〈
昭
和
五
九
年
一
二
月
〉　

仏
教
学
（
2
）
ブ
ッ
ダ
の
実
践
哲
学
〈
昭
和
六
〇
年

三
月
〉　

仏
教
学
（
3
）
ブ
ッ
ダ
の
実
践
哲
学
Ⅱ
〈
昭
和
六
〇
年
六
月
〉　

仏
教
学
（
4
）
智
慧
と
慈
悲
の
実
践
〈
昭
和
六
〇
年
九
月
〉〕

大
学
院
仏
教
史
特
殊
研
究
Ⅱ
学
習
の
手
引
、
唯
識
思
想
史
『
摂
大
乗
論
』
の
研
究
│
ア
ー
ラ
ヤ
識
、
唯
識
無
境
、
三
性
説
の
解
明
│
平

成
十
一
年
三
月

仏
教
学
概
論
、
中
観
思
想
の
章

佛
大
通
信
仏
心
探
究　

仏
教
思
想
解
説
（
平
成
一
〇
年
四
月
〜
一
一
年
三
月
）

《
海
外
研
修
記
》

私
の
ア
メ
リ
カ
留
学
回
想　

佛
教
大
学
学
報　

三
六　

昭
和
六
一
年

私
の
研
修
記
│
自
宅
及
び
ア
メ
リ
カ
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
滞
在
記　

佛
教
大
学
学
報　

五
三　

平
成
一
五
年

思
い
出
の
ワ
ン
シ
ー
ン
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校　

佛
大
通
信　

平
成
十
七
年
一
月

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
図
書
館　

図
書
館
報

《
発
表
原
稿
》

「
慈
悲
の
展
開
」（
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
浄
土
教
） 

平
成
一
八
年
度
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会　

特
別
部
会　

平
成
一
九
年 

三 

月

二
〇

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号


